
いきいき安心プランⅨまつど策定のための
市民アンケート調査

調査結果概要

若年者調査
一般高齢者調査
事業対象者・要支援認定者調査
要介護認定者（軽度）調査
要介護認定者（重度）調査

本概要の対象調査
※割合の表記について

例：６割の場合
四捨五入して 57％ ・・・・・・６割弱
四捨五入して 58％～62％ ・・・約６割
四捨五入して 63％～66％ ・・・６割を超える

※増減の表記について

１％未満の増減・・・・・・・・変化なし
１％以上～３％未満の増減・・・微増・微減
３％以上～10％未満の増減・・・増加・減少
10％以上の増減・・・・・・・・大幅増加・大幅減少

資料２
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若年者調査 一般高齢者調査
事業対象者・

要支援認定者調査
要介護認定者
（軽度）調査

要介護認定者
（重度）調査

対 象

介護保険の要支援・要介
護認定を受けていない市
民

介護予防・日常生活支援
総合事業対象の特定を受
けていない市民及び介護
保険の要支援・要介護認
定を受けていない市民

介護予防・日常生活支援
総合事業対象の特定を受
けている市民及び介護保
険の要支援の認定を受け
ている市民

介護保険の要介護認定
１・２を受けている市民
（施設入所者除く）

介護保険の要介護認定
３・４・５を受けている
市民（施設入所者除く）

年齢区分 40歳～64歳 65歳～ 40歳～

基準日 令和７年10月１日

母集団 177,385人 128,723人 7,925人 19,381人

標本数 3,000人 10,500人 3,000人 4,500人

標本割合 1.7％ 8.2％ 37.9％ 23.2％

抽出方法 15圏域による層化無作為抽出 無作為抽出

1圏域あたり抽出数 200人 700人 200人 ー

調査期間 令和７年10月３日～令和７年10月31日 ４週間 （調査票回収については令和７年12月７日まで有効）

調査方法 郵送配布 ／ 郵送回答 及び Ｗｅｂ回答 併用

配布数 3,000人 10,500人 3,000人 2,260件 2,240件

回答数 1,170件 7,371件 1,942件 1,114件 1,054件

郵送回答数 573件 6,323件 1,767件 924件 871件

Web回答数
（Web率）

597件
（51.0％）

1,048件
（14.2％）

175件
（9.0％）

190件
（17.1％）

183件
（17.4％）

回答率

（前回回答率）

39.0％

（36.2％）

70.2％

（54.7％）

64.7％

（56.2％）

49.3％

（43.1％）

47.1％

（40.9％）

調査実施の概要
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いきいき安心プランⅧまつど 施策体系（案）いきいき安心プランまつど 施策体系

需要の抑制 供給の適正化

中長期的視野

令和22年(2040年)

に向けて

いきいき

安心プランⅨ

まつど

令和９～11年度

(2027～2029年度) 計画の柱２
地域包括ケアシステムの

深化・推進

計画の柱３
介護サービスの

適正な供給

計画の柱１
生涯現役社会・

健康寿命の延伸

ビジョン

高齢者の社会参加の促進と予防の推進

基本理念

高齢者がいつまでもいきいきと暮らせるまちづくり

認知症施策の総合的な推進
（計画の柱を横断）



１.生涯現役社会・健康寿命の延伸
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 『働いている』方は一般高齢者で３割を超える。事業対象・要支援者は１割を超える程度、要介護者（軽度）は一般高齢者の約１割となっている。
 現在働いている人で働き続けたいという意欲がある人は一般高齢者で約７割。事業対象・要支援者、要介護者（軽度）では約３割となっている。

【問】あなたの現在の就労状態はどれですか。

就労状況

8.1

16.9

7.7

0.9

55.3

7.2

3.9

4.6

0% 20% 40% 60% 80% 100%

常勤（フルタイム）

非常勤（パート・

アルバイト等）

自営業

求職中

引退した

職に就いたことがない

その他

無回答
令和７年度

（n=7,371）

一般高齢者 事業対象・要支援者

3.6

5.0

5.8

0.4

65.1

15.1

4.6

8.5

0% 20% 40% 60% 80% 100%

常勤（フルタイム）

非常勤（パート・

アルバイト等）

自営業

求職中

引退した

職に就いたことがない

その他

無回答
令和７年度

（n=1,942）

要介護者（軽度）

2.4

1.9

4.2

0.6

71.5

13.7

5.3

5.2

0% 20% 40% 60% 80% 100%

常勤（フルタイム）

非常勤（パート・

アルバイト等）

自営業

求職中

引退した

職に就いたことがない

その他

無回答
令和７年度

（n=1,114）

『働いている』
32.7％

『働いている』
14.4％

『働いている』
8.5％

【問】（現在働いている人）今後も働き続けたいですか。
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一般高齢者 事業対象・要支援者 要介護者（軽度）

今後もできるだけ
長く働きたい

健康状態などに応じて、
可能な範囲で続けたい



１.生涯現役社会・健康寿命の延伸
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23.0 25.9

30.1 33.1

0%

20%

40%

60%

80%

100%

令和４年度 令和７年度
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 地域づくり活動に参加者として『参加意向あり』は一般高齢者で６割弱、事業対象・要支援者で約５割、要介護者（軽度）で３割を超える。
 地域づくり活動に企画・運営として『参加意向あり』は一般高齢者で３割弱、事業対象・要支援者で約２割、要介護者（軽度）で約１割となっている。

地域づくり活動参加状況

【問】地域づくり活動に参加者として参加してみたいと思いますか。

一般高齢者 事業対象・要支援者 要介護者（軽度）

4.2 4.0
2.2 1.1

25.1 22.0

31.5 27.1

0%

20%

40%

60%

80%

100%

令和４年度 令和７年度

【問】地域づくり活動に企画・運営（お世話役）として参加してみたいと思いますか。

一般高齢者 事業対象・要支援者 要介護者（軽度）

微減 微減

増加

減少
減少

変化なし

既に参加している

参加してもよい

是非参加したい

既に参加している

参加してもよい

是非参加したい
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１.生涯現役社会・健康寿命の延伸
 フレイルの認知度：前回調査からいずれも大幅増加し、一般高齢者、事業対象・要支援者で約６割を超える。一方で、要介護者（軽度）は４割を超えるにとどま

っている。

フレイルの認知度

【問】フレイル（加齢により心身が老い衰えた状態）について知っていますか。

49.3
63.9 62.4

44.3
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若年者 一般高齢者 事業対象・

要支援者

要介護者

（軽度）

32.5
49.3
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令和４年度 令和７年度

大幅増加

43.7
63.9
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大幅増加

一般高齢者［経年］若年者［経年］

47.5
62.4
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令和４年度 令和７年度

31.7
44.3

0%
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令和４年度 令和７年度

大幅増加

要介護者（軽度）［経年］事業対象・要支援者［経年］

大幅増加

知っている

知っている



２.地域包括ケアシステムの深化・推進
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 認知機能を維持するために意識していること：いずれも「適度に運動するようにしている」が最も多い
 認知症対策について、より充実させたほうがいいと思うもの：「認知症の早期発見・早期診療の仕組みづくり」「認知症についての相談場所の周知」

認知症相談窓口の認知度・認知症対策の充実化

【問】松戸市が行っている認知症対策について、より充実させた
ほうがいいと思うものはどれですか。

50.3

44.5

34.0

42.0

25.9

18.2

18.2

22.6

15.0

7.9

49.6

36.6

33.3

25.9

19.6

14.7

13.0

10.8
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6.3

43.2

29.5

33.5

18.7

16.9

14.9

11.2

8.5

8.8

6.7

41.7

33.0

31.4

27.6

21.9

17.4

12.7

9.0

10.7

9.0

39.1

32.2

26.8

31.0

19.1

16.4

8.6

9.4

10.7

4.9

0% 25% 50% 75% 100%

認知症の早期発見・

早期診療の仕組みづくり

認知症についての相談場所の周知

自らが認知症を予防できる取組

（認知症予防教室など）

介護している家族の支援

（介護者のつどい）

徘徊症状のある高齢者の

安全を見守る仕組み

近隣住民など身近な人が認知症の人や

家族を支援するやさしい地域づくり

（認知症サポーター養成講座）

認知症の方の社会参加支援や

活躍できる場の創設

若年性認知症の方への支援

（就労、社会参加など）

権利を守る対策

（成年後見制度や虐待防止など）

認知症の本人のつどい

（当事者ミーティング）

若年者

一般高齢者

事業対象・要支援者

要介護者（軽度）

要介護者（重度）

39.3

32.0

35.6

29.8

21.3

28.0

19.0

7.6

3.7

9.9

11.8

10.3

55.3

48.1

46.2

43.0

35.6

29.2

24.6

19.4

13.0

13.3

12.4

13.0

48.8

46.9

44.6

42.4

37.1

25.3

18.9

22.8

22.7

10.1

7.8

8.6

0% 25% 50% 75% 100%

適度に運動するようにしている

食事に気をつけている

適度な睡眠を取るようにしている

口腔内を清潔に保つようにしている

定期受診、検診を受けている

体重を気にしている

趣味などの活動に

参加するようにしている

認知機能低下予防の

脳トレを行っている

服薬している

禁煙している

社会参加を行うようにしている

アルコール量の調整をしている

若年者

一般高齢者

事業対象・要支援者

【問】認知機能を維持するために
      意識していることはありますか。



２.地域包括ケアシステムの深化・推進
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 高齢者いきいき安心センターの認知について、「介護に関する相談窓口であること」は３割前後～４割超え、「健康・医療・福祉に関する相談窓口であること」
については２割弱～約３割となっている。

 「名称は知っている」「介護に関する相談窓口であること」など、『いずれか知っている』が前回調査からいずれも増加し認知度が高まっており、若年者で約
５割、一般高齢者で約６割、事業対象・要支援者で約８割、要介護者（軽度）要介護者（重度）で６割を超えている。

高齢者いきいき安心センターの認知度

44.9 49.6
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令和４年度 令和７年度

54.0 59.9
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令和４年度 令和７年度

74.4 78.2
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令和４年度 令和７年度

57.9
66.4
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令和４年度 令和７年度

60.4 63.1

0%
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80%

100%

令和４年度 令和７年度

微増

若年者［経年］ 一般高齢者［経年］

要介護者（軽度）［経年］

事業対象・要支援者［経年］

要介護者（重度）［経年］

増加

増加

増加
増加

43.3

27.6

15.5

17.2

10.1

14.7

10.6

4.1

3.8

3.4

49.8

53.9

32.1

25.7

22.1

13.6

16.3

12.7

6.6

5.0

2.3

35.3

66.6

46.5

48.8

28.5

43.3

16.5

22.8

7.9

6.4

5.3

14.3

52.5

40.9

32.1

19.3

19.3

15.4

13.6

5.7

4.8

3.1

26.1

53.4

38.5

30.6

20.4

12.4

13.9

14.0

3.5

3.8

2.7

28.0

0% 25% 50% 75% 100%

名称は知っている

介護に関する

相談窓口であること

どこにあるか知っている

健康・医療・福祉に関する

相談窓口であること

要支援１・２と認定された方への

支援を行うところであること

認知症に関する相談窓口である

こと（若年性認知症も含む）

日常生活圏域ごとに１か所あること

成年後見制度に関する

相談窓口であること

権利擁護に関する

相談窓口であること

総合事業対象者に特定された方への

支援を行うところであること

いずれも知らない

若年者

一般高齢者

事業対象・要支援者

要介護者（軽度）

要介護者（重度）

【問】高齢者いきいき安心センター（地域包括支援センター）
について知っているものはどれですか。

いずれか知っている



２.地域包括ケアシステムの深化・推進
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要支援者

要介護者

（軽度）

要介護者

（重度）

64.8

10.4

1.8

4.8

20.0

6.8

56.8

18.0

7.8

7.2

9.9

5.7

59.2

42.1

27.1

20.3

6.0

7.4

56.2

37.3

32.7

21.1

5.6

5.7

56.7

44.5

33.1

18.6

4.7

14.5

0% 25% 50% 75% 100%

避難場所での生活が不安

持病があるので不安

避難場所への移動手段がない

避難場所への移動にあたり

協力を得られる人がいない

ペットを連れて

避難できるか不安

医療的な処置や介護を必要

とする家族がいるので不安

若年者

一般高齢者

事業対象・要支援者

要介護者（軽度）

要介護者（重度）

73.3

62.3

28.8

42.4

21.7

60.8

50.1

31.2

22.7

16.7

22.7

28.0

21.3

8.1

5.5

0% 25% 50% 75% 100%

避難所への同行

家族や関係者等への連絡

避難ができるまで（状況が

落ち着くまで）の寄り添い

被災状況や避難所

情報等の提供

避難物資の支援
若年者

一般高齢者

事業対象・要支援者

 避難場所・経路を把握：事業対象・要支援者は一般高齢者に対し約９ポイント低く、要介護者（軽度）は事業対象・要支援者に対し約14ポイント低くなっている。
 災害などが起こったときに、避難所への同行に協力できる割合が若年者で７割を超え、一般高齢者では約６割となっている。

地域の避難場所や経路の認知度・避難時の不安

【問】避難するにあたり不安はありますか。【問】地域の避難場所・経路を把握してい
ますか。

【問】災害などが起こったときに、手助けが
ないと避難ができない方から支援を求
められた場合、協力できることは何で
すか。

避難場所・経路を把握している

避難場所は把握しているが、経路は把握していない



３.介護サービスの適正な供給
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 事業対象・要支援者、要介護者（軽度）では「通所型サービス（デイサービス）」が最も多く、次いで「福祉用具貸与」となっている。
 要介護者（重度）では「福祉用具貸与」が最も多くなっており、次いで「通所型サービス（デイサービス）」となっている。

在宅サービスの利用状況

【問】次のような在宅サービスを利用していますか。

36.6

30.4

27.7

18.2

16.5

13.9

4.9

4.0

3.8

2.6

2.0

1.7

1.7

0.2

0.0

41.6

32.7

24.3

20.3

15.8

14.9

3.9

2.5

1.9

1.5

1.8

1.0

0.4

0.3

0% 25% 50% 75% 100%

通所型サービス

（デイサービス）

福祉用具貸与

通所リハビリテーション

（デイケア）

訪問型サービス

（ホームヘルプサービス）

福祉用具購入

住宅改修

訪問看護

訪問リハビリテーション

医師による訪問

歯科医師や歯科衛生士

による訪問

訪問入浴介護

短期入所（ショートステイ）

薬剤師による訪問

（看護）小規模多機能型

居宅介護

認知症対応型通所介護

令和７年度（n=1,075）

令和４年度（n=946）

.

54.8

42.0

22.6

21.5

17.0

16.8

13.6

12.0

10.1

9.7

8.7

5.7

5.0

3.3

0.8

53.1

41.7

22.6

21.5

20.0

12.5

11.0

15.1

9.4

5.9

6.7

7.2

1.2

0.9

0% 25% 50% 75% 100%

通所型サービス

（デイサービス）

福祉用具貸与

訪問型サービス

（ホームヘルプサービス）

通所リハビリテーション

（デイケア）

福祉用具購入

訪問看護

医師による訪問

住宅改修

短期入所（ショートステイ）

訪問リハビリテーション

歯科医師や歯科衛生士

による訪問

訪問入浴介護

薬剤師による訪問

（看護）小規模多機能型

居宅介護

認知症対応型通所介護

令和７年度（n=873）

令和４年度（n=994）

.

67.3

45.9

34.9

30.1

28.0

22.9

22.8

22.2

21.1

17.2

16.3

15.2

8.6

6.5

1.4

64.6

46.2

30.4

27.7

29.0

24.3

21.2

21.0

12.9

19.0

19.5

14.0

3.6

1.2

0% 25% 50% 75% 100%

福祉用具貸与

通所型サービス

（デイサービス）

医師による訪問

訪問看護

福祉用具購入

訪問型サービス

（ホームヘルプ）

歯科医師や歯科衛生士

による訪問

短期入所（ショートステイ）

訪問リハビリテーション

通所リハビリテーション

（デイケア）

住宅改修

訪問入浴介護

薬剤師による訪問

（看護）小規模多機能型

居宅介護

認知症対応型通所介護

令和７年度（n=847）

令和４年度（n=575）

.

要介護者（軽度）［経年］事業対象・要支援者［経年］ 要介護者（重度）［経年］
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 在宅医療の認知度：要介護者（重度）では約６割、それ以外は５割前後
若年者以外は前回調査から増加傾向

 在宅医療の利用：要介護者（軽度）に対し要介護者（重度）は18ポイント高くなっており、利用割合が約２倍となっている。
前回調査からいずれも「利用してみたい」「すでに利用している」の計について増加傾向
要介護者（軽度）・要介護者（重度）ともに利用者（すでに利用している）が増加

在宅医療の認知度と利用意向

【問】松戸市では、在宅医療と介護の連携の推進に取り組んで
います。在宅医療について知っていましたか。

【問】在宅医療を利用してみたいと思いますか。

48.0 49.7 50.3 50.1
61.5

0%

20%

40%

60%

80%

100%

若年者 一般高齢者 事業対象・

要支援者

要介護者

（軽度）

要介護者

（重度）

6.7
18.5

36.526.9
25.8

16.533.6
44.3

53.0

0%

20%

40%

60%

80%

100%

事業対象・

要支援者

要介護者

（軽度）

要介護者

（重度）

48.1 48.0

0%

20%

40%

60%

80%

100%

令和４年度 令和７年度

48.4 49.7

0%

20%

40%

60%

80%

100%

令和４年度 令和７年度

46.1 50.3

0%

20%

40%

60%

80%

100%

令和４年度 令和７年度

48.2 50.1

0%

20%

40%

60%

80%

100%

令和４年度 令和７年度

56.7 61.5

0%

20%

40%

60%

80%

100%

令和４年度 令和７年度

微増

4.4 6.7

27.4 26.9

31.8 33.6

0%

20%

40%

60%

80%

100%

令和４年度 令和７年度

13.7 18.5

22.9
25.8

36.6
44.3

0%

20%

40%

60%

80%

100%

令和４年度 令和７年度

30.4 36.5

20.3 16.5

50.7 53.0

0%

20%

40%

60%

80%

100%

令和４年度 令和７年度

微増 増加

微増

若年者［経年］ 一般高齢者［経年］

要介護者（軽度）［経年］

事業対象・要支援者［経年］

要介護者（重度）［経年］

事業対象・要支援者［経年］ 要介護者（軽度）［経年］ 要介護者（重度）［経年］

変化なし
微増 増加

増加

知っていた

知っていた

すでに利用している

利用してみたい

すでに利用している

利用してみたい
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7.2

6.1

21.1

21.4

19.6

20.0

17.7

16.9

15.5

12.6

1.5

0.7

13.4

17.7

4.0

4.8

0% 25% 50% 75% 100%

令和７年度（n=12,651）

令和４年度（n=10,416）

自宅で

家族中心に

介護を受けたい

自宅で家族と外部の

介護サービスを

組み合わせて

介護を受けたい

家族に頼らずに

生活できる

介護サービスがあれば

自宅で介護を受けたい

サービス付き

高齢者向け

住宅などに住み替えて

介護を受けたい

特別養護老人

ホーム等の

施設で

介護を受けたい

その他 わからない 無回答 .

 『自宅で介護を受けたい』人は前回調査からほとんど変化はなく、約５割となっている。

どこでどのような介護を受けたいか

【問】あなたご自身が寝たきりや認知症になり、介護が必要になった場合に、どこでどのような介護を受けたいと思いますか。

『自宅で介護を受けたい』

各調査統合



介護保険料
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23.3

20.8

6.8

6.8

38.1

40.0

4.7

6.0

17.9

18.8

9.2

7.5

0% 25% 50% 75% 100%

令和７年度（n=12,651）

令和４年度（n=10,416）

現在のサービス水準を

維持するために必要な

保険料引上げであれば、

やむを得ない

現在以上にサービスを充実する

ために、左記よりもさらに

保険料負担が引上げられても

やむを得ない

保険料負担の引上げを左記よりも

抑えるため、介護に関する希望を

可能な限り実現しつつ、

費用負担を軽減する対策も講じる

保険料を現状程度に

維持することが重要であり、

利用できるサービスが

削減されても構わない

わからない 無回答 .

 『保険料が引上げられてもやむを得ない』は前回調査からほとんど変化はなく、約７割となっている。

介護保険料に対する考え

【問】今後、現役世代が減少する一方で、サービス利用対象者が増加することにより、現在のサービス水準を維持していくためには、保険
料負担が大きく増加します。介護サービスと、サービスを支える保険料負担について、あなたはどう考えますか。

『保険料が引上げられてもやむを得ない』

各調査統合
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